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【緒　言】低年齢児や障害児あるいは恐怖心が強

く歯科治療への協力が得 られ ない患者に対 して,

身体抑制法を行 う場合がある。その際,身 体各部

の圧迫により呼吸 ・循環系への影響が危惧 される。

これまで,抑 制圧力 と呼吸 ・循環動態 について

の詳細な検討はみあたらない。そこで,身 体抑制

自体が呼吸および循環動態に与える影響を知 る目

的で,実 験動物 を用いて検討 した。

【材料および方法】 日本 白色兎13羽 を用い,小

動物用全身麻酔器 にて,酸 素5L一 セボフル レン

5%麻 酔下に気管切開 し挿管 した。次 に右大腿動

静脈からカテーテルを挿入 した後,試 作 した小動

物用抑制帯に固定 した。酸素2L一 セボフル レン
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2%で 自発呼吸下に維持 し,抑 制前(Cont)と25,

50お よび100mmHgの 圧 で5分 間抑制 した後の

動脈圧,中 心静脈圧,心 拍数,呼 吸数の計測と血

液 ガス分析を行った。

【結果および考察】本実験の結果,圧 力50mmHg

で5分 程度の短時間抑制であっても,血 圧,中 心

静脈圧,呼 吸数が有意に上昇 した。また血液 ガス

分析の結果,PaCO、 は有意に上昇 し,一 方PaO、

は有意に減少 した。 またpHは 有意に減少 し,酸

性化を示 した。中心静脈圧の上昇は,抑 制 された

ことで胸腹部が圧迫 され,右 心系の負担が増加 し

ていると考 えられた。 さらには血圧上昇により,

心筋の酸素消費量 も上昇し,循 環に大きな負荷 が

かかっていると考えられる。また一回換気量減少

による高炭酸ガス血症が呼吸数増加を引 き起 こし

ていることも推測 され る。体動が著 しい患者 に対

しては,よ り強い圧で抑制することもあり,唾 液

やタービンの水によって呼吸が さらに困難になる

ことや,不 安や緊張,恐 怖心などからの興奮によ

る影響 も懸念 される。

【結　論】短時聞の抑制でも,循 環動態への悪影

響を与 えている可能性があり,血 液ガス分析の結

果から高炭酸ガス血症および低酸素症が起 きる可

能性も示唆された。
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